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千
里
山
花
壇
の
設
計
図
に
つ
い
て

橋
　
寺
　
知
　
子

は
じ
め
に

　

現
在
、
関
西
大
学
第
一
中
学
校
・
第
一
高
等
学
校
や
幼
稚
園
、
関
西
大
学
会
館
、

第
3
学
舎
が
建
ち
並
ぶ
エ
リ
ア
が
、
か
つ
て
「
千
里
山
花
壇
」
や
「
千
里
山
遊
園
」

と
呼
ば
れ
た
遊
園
地
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
年
史
の
刊
行
物
や
関
西
大
学
通

信
等
の
記
事
に
お
い
て
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
千
里
山
花
壇
は
、
戦
前
期
に
は

桜
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
、
終
戦
直
後
に
は
枚
方
で
開
催
で
き
な
か
っ
た
菊
人
形

展
を
開
催
し
た
こ
と
も
あ
り
、
北
摂
の
行
楽
地
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
当
時
の
広
告
の
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
や
写
真
か
ら
、
当
時
の
雰
囲
気
は
お
お

よ
そ
分
か
る
が
、
正
確
に
施
設
の
内
容
や
規
模
、
配
置
が
わ
か
る
配
置
図
や
設
計

図
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
本
稿
で
は
、
京
都
工
芸
繊
維
大
学
美
術
工
芸
資
料

館
所
蔵
の
椎
原
兵
市
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
含
ま
れ
て
い
る
2
枚
の
千
里
山
花
壇
の
設

計
図
と
、
昭
和
初
期
の
拡
張
時
に
描
か
れ
た
「
千
里
山
花
壇
俯
瞰
図
」
を
取
り
上

げ
、
戦
前
期
の
千
里
山
花
壇
の
園
内
の
様
子
を
明
ら
か
に
す
る
。

1
．
千
里
山
花
壇
・
千
里
山
遊
園
の
沿
革（

（
（

　

現
在
の
阪
急
千
里
線
は
、
１
９
１
８
（
大
正
7
）
年
に
発
足
し
た
北
大
阪
電
気

鉄
道
が
敷
設
し
た
も
の
で
、
１
９
２
１
（
大
正
10
）
年
4
月
に
十
三
―
豊
津
間
、

同
年
10
月
に
豊
津
―
千
里
山
間
が
開
通
し
た
。
１
９
２
３
（
大
正
12
）
年
に
北
大

阪
電
気
鉄
道
は
、
１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
に
発
足
し
た
新
京
阪
鉄
道
に
事
業
を

譲
渡
す
る
契
約
を
結
び
、
同
年
4
月
か
ら
は
新
京
阪
の
千
里
山
線
と
し
て
営
業
開

始
と
な
っ
た
。
１
９
２
５
（
大
正
14
）
年
に
は
天
神
橋
―
淡
路
間
が
開
通
し
、
大

阪
中
心
部
か
ら
直
接
乗
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
１
９
３
０
（
昭
和
5
）

年
に
は
新
京
阪
は
京
阪
電
鉄
と
合
併
、
さ
ら
に
戦
時
中
に
は
京
阪
電
鉄
と
阪
神
急

行
電
鉄
（
阪
急
）
が
合
併
し
て
京
阪
神
急
行
電
鉄
と
な
り
、
現
在
の
千
里
線
の
運

営
会
社
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
た
。

　

千
里
山
花
壇
は
、
１
９
２
０
（
大
正
9
）
年
、
北
大
阪
電
鉄
が
開
設
し
た
も
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
１
９
２
６
（
大
正
15
）
年
3
月
か
ら
、
新
京
阪
電
鉄
に
よ
っ

て
7
万
円
を
投
じ
て
再
整
備
さ
れ
、
１
９
２
７
（
昭
和
2
）
年
5
月
に
完
成
し
、

桜
の
名
所
と
し
て
有
名
に
な
っ
た
。
１
９
３
１
（
昭
和
6
）
年
に
は
牡
丹
園
が
設
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置
さ
れ
、
ま
た
１
９
３
７
（
昭
和
12
）
年
11
月
に
は
京
阪
電
鉄
に
よ
っ
て
隣
接
の

社
有
地
が
拡
張
整
備
さ
れ
、
１
９
３
９
（
昭
和
14
）
年
2
月
に
完
成
、
広
さ
は
倍

に
な
っ
た
。
１
９
３
８
（
昭
和
13
）
年
に
名
称
が
千
里
山
花
壇
か
ら
「
千
里
山
遊

園
」
に
変
わ
っ
た
が
、
戦
時
下
の
状
況
を
反
映
し
て
、
ほ
ど
な
く
「
千
里
山
厚
生

園
」
と
な
っ
た
。
戦
後
、
枚
方
で
開
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
菊
人
形
展
を
１
９

４
７
（
昭
和
22
）
年
、
48
年
に
開
催
し
た
が
、
49
年
に
は
枚
方
パ
ー
ク
が
復
活
し
、

１
９
５
０
（
昭
和
25
）
年
5
月
に
千
里
山
遊
園
は
閉
園
と
な
っ
た
。
宗
教
法
人
聖

母
奉
献
会
に
一
旦
売
却
さ
れ
た
が
、
学
校
法
人
関
西
大
学
が
取
得
し
、
幼
稚
園
や

第
一
中
学
校
、
第
一
高
等
学
校
、
大
学
本
館
、
第
3
学
舎
等
が
徐
々
に
建
設
さ
れ
、

現
在
に
至
る
。

表
1
　
千
里
山
花
壇
の
変
化

１
９
２
０
（
大
正
9
）

千
里
山
花
壇　

開
設
（
面
積
：
４
６
，２
０
０
m2

）

１
９
２
７
（
昭
和
2
）

再
整
備
完
成

１
９
３
１
（
昭
和
6
）

牡
丹
園
設
置

１
９
３
８
（
昭
和
13
）

千
里
山
遊
園
に
名
称
変
更

１
９
３
９
（
昭
和
14
）

面
積
約
９
０
，０
０
０
m2

に
拡
張
整
備

１
９
５
０
（
昭
和
25
）

閉
園
、
売
却

2
．
椎
原
兵
市
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
収
の
2
枚
の
千
里
山
遊
園
設
計
図

　

椎
原
兵
市
（
１
８
８
４
～
１
９
６
６
）
は
、
１
９
０
７
（
明
治
4
）
年
に
京
都

高
等
工
芸
学
校
（
現
在
の
京
都
工
芸
繊
維
大
学
）
図
案
科
を
卒
業
し
、
宮
内
省
内

苑
寮
・
内
匠
寮
の
技
師
と
し
て
、
御
用
邸
や
京
都
御
苑
の
宮
廷
庭
園
、
伊
勢
神
宮

等
の
外
苑
の
設
計
を
担
当
し
た
）
（
（

。
そ
の
後
１
９
２
０
（
大
正
9
）
年
、
大
阪
市
都

市
計
画
部
に
奉
職
、
１
９
２
４
（
大
正
13
）
年
に
は
土
木
部
初
代
公
園
課
長
と
な

り
、
大
阪
市
の
公
園
緑
地
計
画
の
基
礎
を
築
い
た
。
大
正
中
期
以
降
の
大
阪
市
の

公
園
計
画
を
強
力
に
推
進
し
た
人
物
で
、
昭
和
御
大
礼
記
念
事
業
と
し
て
実
施
さ

れ
た
大
阪
城
公
園
（
１
９
３
１
年
開
園
）
は
椎
原
の
設
計
に
よ
る
。
ま
た
１
９
３

７
（
昭
和
12
）
年
に
完
成
し
た
御
堂
筋
の
街
路
樹
を
東
洋
的
な
イ
チ
ョ
ウ
に
決
定

し
た
の
も
椎
原
で
あ
り
、
大
阪
の
特
色
あ
る
緑
地
空
間
を
創
出
し
た
人
物
と
言
え

る
。
京
都
工
芸
繊
維
大
学
美
術
工
芸
資
料
館
に
は
、
椎
原
兵
市
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
、
椎
原
の
描
い
た
設
計
図
等
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
2
枚
の
千
里

山
花
壇
に
関
連
す
る
資
料
が
含
ま
れ
て
い
る
。
本
章
で
は
そ
の
2
枚
の
図
面
に
描

か
れ
て
い
る
内
容
を
整
理
す
る
。

2

－

1
．�「
千
里
山
花
壇
改
修
計
画
平
面
図
」�

（N
o.4822-1-4

（（
図
1
・
巻
頭
カ
ラ
ー
グ
ラ
ビ
ア
に
も
掲
載
（

　

美
し
く
着
色
さ
れ
た
園
地
全
体
の
配
置
図
で
、
右
下
に
「H

.�Shiihara

」
と
い

う
サ
イ
ン
と
「15

:1.10

」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
数
字
は
、「
大
正
15
年
1
月

10
日
」
と
推
測
さ
れ
る
。
園
内
の
園
路
や
施
設
、
植
栽
の
様
子
が
丁
寧
に
描
か
れ

て
お
り
、
建
物
は
赤
茶
色
に
着
色
さ
れ
、
施
設
名
が
そ
れ
ぞ
れ
添
え
ら
れ
て
い
る
。

千
里
山
花
壇
の
大
き
な
特
徴
は
、
起
伏
の
あ
る
地
形
で
あ
り
、
等
高
線
も
点
線
で

描
か
れ
て
い
る
。

　

鉄
道
の
停
留
所
前
に
正
門
が
あ
り
、
そ
の
東
側
に
は
「
児
童
園
」
が
、
敷
地
の

起
伏
に
従
い
、
3
段
に
分
か
れ
て
計
画
さ
れ
て
い
る
。「
徒
渉
池
」
と
名
付
け
ら
れ

た
池
や
す
べ
り
台
な
ど
の
遊
具
が
あ
る
。「
猿
」
や
「
小
鳥
舎
」、「
孔
雀
舎
」、「
カ

ワ
ウ
ソ
鵜
」
等
、
動
物
が
飼
わ
れ
、
ま
た
「
龍
宮
」
や
「
猿
蟹
」、「
花
咲
爺
」、「
雀

ノ
お
宿
」
な
ど
、
お
と
ぎ
話
に
題
材
を
得
た
施
設
も
計
画
さ
れ
、
子
ど
も
向
け
の
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楽
し
げ
な
空
間
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
中
腹
に
は
「
野
外
劇
場
」
と
書
か
れ
た
半

円
形
の
客
席
と
舞
台
と
な
る
建
物
が
あ
り
、
そ
の
南
側
に
は
大
き
な
「
広
場
」
が

設
け
ら
れ
、「
サ
ー
ク
ル
リ
ン
グ
」
と
「
日
陰
棚
」
が
配
さ
れ
、
西
洋
庭
園
の
定
型

と
も
見
え
る
左
右
対
称
の
象
徴
的
な
場
所
と
な
っ
て
い
る
。
野
外
劇
場
の
北
側
に

は
か
な
り
大
き
な
面
積
を
も
つ
「
本
館
」
が
あ
り
、
こ
の
エ
リ
ア
は
園
の
中
心
部

と
し
て
計
画
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
東
側
に
は
敷
地
形
態
の
制
約
を
受
け

た
た
め
か
、
卵
型
の
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
形
の
「
ト
ラ
ッ
ク
」、「
フ
イ
ル
ド
」、「
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
」
が
配
さ
れ
て
い
る
。
園
の
北
部
は
、
園
内
で
一
番
高
い
所
で
あ
り
、

北
西
角
に
「
飛
行
塔
」、
西
側
の
敷
地
境
界
に
沿
っ
て
、
正
方
形
の
建
物
が
3
つ
並

ぶ
「
展
望
台
」
が
あ
る
。
そ
の
東
側
に
は
敷
地
の
高
低
差
を
利
用
し
て
「
滝
」、「
渓

流
」、「
池
」
が
計
画
さ
れ
、
橋
も
架
け
て
変
化
の
あ
る
園
路
が
巡
ら
さ
れ
て
い
る
。

　

園
内
に
は
、
円
形
や
四
角
形
、
六
角
形
な
ど
の
「
亭
」
や
「
便
所
」
が
適
所
に

あ
り
、「
料
理
店
」
や
「
茶
店
」
も
複
数
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　

椎
原
兵
市
は
、『
庭
園
と
風
景
』
１
９
２
７
年
5
月
号
に
「
千
里
山
遊
園
地
の
改

修
設
計
）
（
（

」
と
題
し
た
論
文
を
執
筆
し
、
こ
の
「
千
里
山
花
壇
改
修
計
画
平
面
図
」

を
挿
絵
と
し
て
掲
載
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
設
計
図
は
、
論
文
の
掲
載

年
か
ら
考
え
て
、
１
９
２
７
（
昭
和
2
）
年
に
完
了
し
た
再
整
備
時
の
計
画
図
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
論
文
で
椎
原
は
、
計
画
の
要
点
を
園
路
、
小
供
園
、
運
動
場
、

池
及
流
、
野
外
劇
場
と
広
場
、
展
望
台
、
本
館
敷
地
、
排
水
設
備
、
植
樹
と
芝
生
、

其
他
、
に
分
け
て
述
べ
て
い
る
。「
小
供
園
は
本
園
の
最
も
特
徴
と
す
る
施
設
の
一

と
し
て
計
画
せ
り
」、「
地
勢
の
関
係
よ
り
上
、
中
、
下
の
三
区
に
分
ち
、
上
段
の

地
区
に
は
主
と
し
て
小
鳥
、
鳩
、
孔
雀
、
水
禽
、
猿
等
の
各
種
動
物
舎
を
配
置
し
、

中
段
の
地
区
に
は
既
設
の
運
動
具
の
外
、
更
に
危
険
の
憂
無
き
珍
ら
し
き
数
種
の

器
具
を
増
設
し
、
下
段
の
地
区
に
は
百
五
十
坪
の
徒
渉
池
を
作
り
（
中
略
）、
各
段

図 1　千里山花壇改修計画平面図
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を
通
じ
童
話
を
題
材
と
せ
る
五
ヶ
所
の
お
伽
の
家
並
び
に
休
憩
所
、
花
壇

を
作
る
も
の
と
す
」、
ま
た
「
本
園
が
庭
池
を
設
く
る
に
最
も
好
適
の
地
形

を
有
す
る
に
現
在
水
の
美
観
を
欠
け
る
は
、
蓋
し
水
源
を
有
せ
ざ
る
が
為

な
ら
ん
（
中
略
）、
今
回
の
改
造
を
好
機
に
瀧
を
設
け
渓
流
を
築
き
、
池
を

穿
ち
て
面
目
を
一
新
す
る
こ
と
と
せ
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
小
供
園
が
計

画
さ
れ
た
場
所
は
、
現
在
、
関
西
大
学
幼
稚
園
の
校
舎
や
園
庭
が
あ
る
場

所
で
、
段
状
に
な
っ
た
校
舎
裏
側
の
園
庭
で
園
児
た
ち
が
地
形
を
体
感
し

な
が
ら
遊
ん
で
い
る
様
子
を
見
る
と
、
往
時
の
様
子
が
重
な
る
よ
う
に
感

じ
ら
れ
る
。

2

－

2
．「
千
里
山
花
壇
平
面
図
」（N

o.4822-2-2-3

（（
図
2
（

　

こ
ち
ら
は
青
焼
き
の
図
面
で
、
日
付
の
記
入
が
な
い
。
詳
細
に
描
か
れ

た
部
分
の
園
路
や
お
お
ま
か
な
構
成
は
、「
千
里
山
花
壇
改
修
計
画
平
面

図
」
と
同
様
で
あ
る
が
、
正
門
東
側
で
線
路
の
敷
地
が
園
地
と
し
て
含
ま

れ
て
、「
売
店
」
や
「
山
羊
舎
」「
噴
水
」
の
記
入
が
あ
り
、
噴
水
の
周
囲

に
は
楕
円
形
で
3
列
の
植
栽
や
藤
棚
の
よ
う
な
表
記
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
部
分
の
北
側
や
東
側
に
、「
他
人
地
」
や
「
牡
丹
園
」
と
い
う
表
記
が

あ
り
、
鉛
筆
で
そ
の
部
分
に
着
色
が
な
さ
れ
た
り
、
等
高
線
が
書
き
込
ま
れ
た
り

し
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
、
１
９
３
９
（
昭
和
14
）
年
に
完
成
を
み
る
千
里
山
花
壇

の
園
地
拡
大
に
先
駆
け
て
、
そ
の
計
画
段
階
で
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

線
路
に
沿
っ
た
西
側
に
も
多
少
拡
張
さ
れ
、「
菊
栽
培
場
」
と
い
う
表
記
が
見
ら

れ
る
。
児
童
園
の
部
分
で
は
、
動
物
の
種
類
が
若
干
異
な
る
も
の
の
、
円
形
の
猿

舎
、
鳥
舎
や
水
禽
な
ど
特
徴
的
な
動
物
舎
は
、「
千
里
山
花
壇
改
修
計
画
平
面
図
」

と
同
じ
で
あ
る
。
中
心
部
の
野
外
劇
場
は
、
形
態
は
同
じ
だ
が
、
建
物
部
分
の
表

記
は
「
音
楽
堂
」
と
な
っ
て
い
る
。
サ
ー
ク
ル
リ
ン
グ
は
「
花
壇
」
に
変
わ
っ
て

い
る
が
、
形
は
円
形
で
あ
る
。「
千
里
山
花
壇
改
修
計
画
平
面
図
」
に
描
か
れ
て
い

た
本
館
は
見
当
た
ら
ず
、
円
形
の
「
花
壇
」
が
中
心
に
あ
る
空
地
と
な
っ
て
い
る
。

北
部
は
ほ
ぼ
「
千
里
山
花
壇
改
修
計
画
平
面
図
」
と
変
わ
ら
な
い
。

　

前
節
の
「
千
里
山
花
壇
改
修
計
画
平
面
図
」
は
、
計
画
時
の
も
の
で
あ
り
、
そ

こ
に
描
か
れ
た
も
の
に
は
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
と
推
測
で 図 2　千里山花壇平面図（方位を図 1とあわせている）
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き
る
。
本
節
の
「
千
里
山
花
壇
平
面
図
」
に
描
か
れ
て
い
る
千
里
山
花
壇
は
、
１

９
３
９
（
昭
和
14
）
年
の
拡
張
前
の
施
設
の
実
像
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

3
．�
関
西
大
学
年
史
編
纂
室
所
蔵
「
千
里
山
花
壇
俯
瞰
図
」�

（
図
3
・
巻
頭
カ
ラ
ー
グ
ラ
ビ
ア
に
も
掲
載
（

　

関
西
大
学
年
史
編
纂
室
で
も
千
里
山
花
壇
の
資
料
の
収
集
に
努
め
、
近
年
得
ら

れ
た
資
料
と
し
て
、
京
阪
電
車
が
発
行
し
た
千
里
山
花
壇
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
（
（

が
あ

る
。「
二
倍
に
廣
く
な
っ
た
千
里
山
花
壇　

お
子
達
の
遊
園
地
」
と
題
さ
れ
た
冊
子

は
、
作
成
年
代
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
１
９
３
９
（
昭
和
14
）
年
に
千
里
山

花
壇
が
拡
張
さ
れ
た
時
に
作
成
さ
れ
た
広
告
物
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
冊
子
に
見

開
き
で
「
千
里
山
花
壇
俯
瞰
図
」
と
題
さ
れ
た
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
イ
ラ
ス
ト
は
、
線
路
側
か
ら
眺
め
た
鳥
瞰
図
風
で
あ
り
、
施
設
の
正

確
な
位
置
や
規
模
は
判
断
で
き
な
い
が
、
前
章
で
述
べ
た
2
枚
の
図
面
と
比
較
し

つ
つ
、
解
説
を
試
み
る
。

　

冊
子
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
こ
の
拡
張
に
よ
り
園
地
は
倍
増
し
、
新
し
く
で
き
た

施
設
と
し
て
、「
沈
床
花
壇
」、「
大
運
動
場
」、「
花
壇
」、「
遊
技
場
及
乗
物
園
」、

「
展
望
所
」
が
列
挙
さ
れ
、
加
え
て
「
百
坪
の
食
堂
」
が
建
設
予
定
と
記
さ
れ
て
い

る
。
新
施
設
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
沈
床
花
壇
は
、「
千
里
山
花
壇
平
面
図
」
で
新
た

に
描
か
れ
て
い
た
、
正
門
東
側
の
噴
水
を
中
心
と
し
た
楕
円
形
の
植
栽
の
部
分
に

あ
た
り
、「
中
央
部
に
噴
水
台
を
設
け
縦
横
に
園
路
を
通
し
之
を
四
区
に
分
ち
き
り

し
ま
（
ツ
ツ
ジ
）
ツ
ゲ
、
貝
塚
、
千
手
蘭
等
を
植
栽
し
周
囲
道
路
沿
柵
垣
に
は
「
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
ロ
ー
ズ
」
を
植
付
く
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
東
側
の
大
運
動
場

は
直
線
100
ｍ
、
ト
ラ
ッ
ク
200
ｍ
で
、
ス
タ
ン
ド
に
５
０
０
０
人
、
周
囲
の
芝
生
で

５
０
０
０
人
、
計
1
万
人
を
収
容
で
き
る
と
言
う
。
卵
型
の
旧
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ

図 3　千里山花壇俯瞰図
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っ
た
所
は
、「
運
動
場
」
と
い
う
表
記
に
変
わ
り
、
そ
の
南
側
、
以
前
は
「
他
人

地
」
で
あ
っ
た
所
に
「
遊
技
場
」
が
で
き
て
い
る
。
遊
技
場
に
は
ぶ
ら
ん
こ
や
す

べ
り
台
ら
し
き
も
の
が
描
か
れ
て
お
り
、
遊
技
場
を
取
り
囲
む
よ
う
に
「
乗
物
園
」

が
あ
り
、
外
側
か
ら
三
重
に
「
汽
車
道
」、「
自
動
車
道
」、「
乗
馬
道
」
に
分
か
れ

て
い
る
。
拡
張
さ
れ
た
区
域
の
北
方
最
高
の
場
所
、
旧
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
東
側
に
「
展

望
台
」
が
設
け
ら
れ
、「
花
壇
前
停
留
所
よ
り
高
き
こ
と
約
一
百
尺
」
と
あ
る
。
イ

ラ
ス
ト
で
は
、
食
堂
と
し
て
赤
い
屋
根
の
建
物
が
描
か
れ
て
い
る
が
、「
食
堂
（
予

定
）」
と
付
記
さ
れ
て
い
る
。

　

北
部
に
あ
っ
た
池
は
「
ボ
ー
ト
池
」
と
名
前
が
変
わ
っ
て
い
る
。
池
へ
注
い
で

い
た
渓
流
や
上
流
の
滝
は
、
あ
ま
り
は
っ
き
り
と
は
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
冊
子

の
他
ペ
ー
ジ
の
挿
絵
に
は
滝
を
描
い
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
滝
も
そ
の

ま
ま
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
新
設
の
展
望
台
か
ら
の
見
晴
ら
し
に
つ
い
て
述
べ
て
い

る
部
分
で
、「
此
の
丘
陵
の
終
る
處
松
林
に
蔭
現
す
る
白
堊
の
大
殿
堂
こ
そ
関
西
大

学
の
校
舎
」
と
、
隣
接
す
る
関
西
大
学
に
も
言
及
し
て
い
る
。

　

こ
の
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
に
描
か
れ
て
い
る
千
里
山
花
壇
は
、
戦
後
、
関
西
大
学

が
取
得
し
、
外
苑
と
呼
ん
で
き
た
範
囲
と
一
致
す
る
。

お
わ
り
に

　

今
回
取
り
上
げ
た
3
枚
の
千
里
山
花
壇
の
設
計
図
や
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
と
、
現

在
の
状
況
を
比
べ
て
み
る
と
、
地
形
の
状
況
、
園
路
の
配
置
な
ど
は
、
今
で
も
千

里
山
花
壇
時
代
の
骨
格
を
保
っ
て
い
る
。
ま
た
千
里
山
花
壇
時
代
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

や
遊
技
場
の
形
態
・
配
置
は
、
関
西
大
学
が
取
得
し
て
か
ら
の
施
設
配
置
や
建
物

の
デ
ザ
イ
ン
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
今
後
も
引
き
続
き
、
関
西
大
学
取
得
以

降
に
建
設
さ
れ
た
施
設
群
と
の
関
連
を
探
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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